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上高地（職員撮影）

令和７年度第１回職員セミナーについて

「第51回夏まつり松本ぼんぼん」
　　　　　　　　　　　　に参加して

令和７年度第１回職員セミナーについて

市民公開講座のご案内

柏原クリニック　クリニック紹介

お知らせ・編集後記

すくすく教室を開催しました
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　まつもと医療センター小児科では、夏休
み期間を利用して２泊３日の日程で、肥満
度20％以上の小学３年生～６年生を対象
に、栄養指導、運動指導、生活指導による
肥満改善を目的に「すくすく教室」を開催
しております。小児科医師、看護師、管理
栄養士、理学療法士、臨床心理士、保育士、
児童指導員と多職種スタッフが連携し、子
どもたちが楽しく学べるようプログラムを
構成しております。

　今年度は７／29～７／31の日程で
５名の児童が初対面の仲間と集団生活を
送りながら生活習慣に関する事や食事・
栄養について学びました。最終日には自
宅でも継続可能な運動や親子で一緒に楽
しめる運動を講師の先生に教えて頂き、
親子でコミュニケーションをとりながら
楽しく体を動かしました。すくすく教室
での体験、学びが日々の生活改善のきっ
かけになってくれたら良いなと思います。

調理実習を通じて
親子で学ぶ時間も
設けています。

スポーツなどのレクリエーションも
とても盛り上がりました。

たくさんのスタッフと一緒に、ゲームなどを通して栄養や運動について学びます。
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　８月２日、第51回松本ぼんぼんが開催され、今年のまつもと医療センター連は総勢
65名で参加しました。私も昨年に続き参加させていだだき、今年は副連長としての役
割を果たしました。
　当日は猛暑の中での開催となりましたが、日が暮れ始めると心地良い風が吹き気持ち
よく躍ることができました。誰一人体調を崩すことなく最後まで踊りきることができま
した。また、市民タイムズの１面に私たちの写真も掲載されました。
　最後に踊りに参加するにあたり多くの方々のご協力があったことを心より感謝申し上
げます。

副臨床検査技師長　内　田　栄　二

「第51回夏まつり松本ぼんぼん」に参加して「第51回夏まつり松本ぼんぼん」に参加して
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令和７年度　第１回職員セミナーについて

　令和７年８月29～30日、“職員セミナー”を開催しました。“職員セミナー”は、まつも
と医療センターの職員が職種を問わず参加し、１泊２日で決められたテーマについての理解を
深め、絆を深め合う宿泊研修会です。令和５年から始めて今回で４回目となります。
　
　“職員セミナー”では毎回２つのテーマについて学習しますが、そのうちひとつは「病院経
営」に固定されています。これは、事務職や幹部だけでなく病院職員全体に病院の経営状況に
ついて関心を持ってほしいという意図があります。
　
　今回のもうひとつのテーマは「臨床研究」です。臨床研究とは、“治験”に代表される「医
薬品や医療機器を人に使用することにより、その有効性や安全性を明らかにする研究」のこと
です。実際に人に医薬品を投与したり医療機器を使用したりするため、研究者には確固とし
た倫理観と科学的手法が求められます。
　
　８月29日の午後、“職員セミナー”参加者21名（職種の
内訳は右表をご覧ください）と講師・開催担当者は会場のフ
ァインビュー室山（松本市）に集合しました（私は開催担当
者としての参加です）。
　
　オリエンテーションと、緊張を和らげる（同じ病院で働い
ていても初対面だったり話したことがなかったりすることも
多いのです）アイスブレイクの後、井田経企画室長による
「病院経営」の講義が始まります。『財務諸表とKPI につい
て』と題して、「経常収益」や「医業収益」などの基本的な経営指標の意味と KPI（重要業績
評価指標）の必要性についてクローズアップした内容でした。
　

管理課長　冨　永　泰　平

人数
４人
11人
１人
１人
１人
２人
１人

　　職　種
医師
看護師
薬剤師
臨床検査技師
診療放射線技師
理学療法士
事務職

病院経営の講義から研修スタート。 グループワークでは
皆で知恵を出し合います！

ファシリテーターもお手伝いします。
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　講義の後のグループワークでは、学習した知識をさっそく活用して、当院を含む国立病院機
構病院の実際の経営実績から経営指標を計算・その特徴を分析して発表しました。普段から経
営指標に接している事務職以外にはちょっと難しい内容だったでしょうか。
　
　次は中村特命副院長による『臨床研究入門』の講義です。臨床研究の定義や、臨床研究を行
う上で順守しなければならない倫理面でのルールを学習しました。臨床研究には対象者の治療
成果はもちろん生命にかかわる研究も含まれるため、研究の各段階における倫理指針の順守
やインフォームド・コンセント（対象者への説明と同意）などの手続きの重要性が説明され
ました。
ここで１日目のカリキュラムは終了、自由時間の後、お待ちかねの夕食を兼ねた交流会です。
メニューは信州和牛などの高級そうな食材が並びます。普段の食生活がおおむねコンビニ弁当
と冷凍食品で成り立っている私にとっては大変ありがたくも貴重な機会でした（なお食事代
は参加者が払います）。
　
　２日目は前日から引き続き『臨床研究入門』です。冒頭に武井院長より研究倫理と個人情報
保護についての講義があり、その後に研究計画の作成などの具体的な臨床研究の手順を学びま
した。
　
　カリキュラムの最後は臨床研究入門のグループワークです。前日からの講義内容を踏まえ
て、グループごとに「臨床における疑問（CQ=Clinical  Question）」を決め、その疑問に
対する「対象者（P=Patient）」、「介入／曝露（I／E=Intervention／Exposure）」、「比較
（C=Comparison）」、「アウトカム（Outcome）」を想定したうえで、「研究課題
（RQ=Research  Question）」を設定する…という非常に実践的な内容でしたが、各班と
もメンバー同士で知恵を出し合って成果をまとめ、発表することができました。
　
　すべてのカリキュラムを終え、参加者・講師一同で記念写真を撮影。今回も非常に充実した
“職員セミナー”とすることができました。

１日目の最後は夕食を兼ねた交流会。 グループワークの発表役は緊張します！ 研修の最後は一同で記念撮影！
お疲れさまでした。
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　11月15日（土）レザンホール中ホ

ールで塩尻市及び塩尻市ヘルスアップ

委員会との共催で開催いたします。

　今年は「まもろう！腎臓と血圧 ― 

医師・薬剤師・栄養士が教える健康の

コツ」をテーマに、高血圧と腎疾患に

焦点を当て、腎臓の健康維持に必要な

知識を専門家から分かりやすくお伝え

します。

　入場無料・事前申込不要ですので、

お誘いあわせの上、ぜひご参加くださ

い。

市民公開講座の
　　　　　ご案内

「まもろう！
腎臓と血圧 ―医師・薬剤師・栄養士が

教える健康のコツ」
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診 療 科 目：外来診療
　　　　　　　（内科、小児科受け入れ対応可）
所 在 地：〒399-8304
　　　　　　　　 長野県安曇野市穂高柏原4565-1
休 診 日：木曜午後・土曜午後・日曜・祝日
お問い合わせ：TEL 0263-82-7222
　　　　　　　　FAX 0263-82-7223

＜診療時間＞

8:30 ～ 12:00

14:00 ～ 17:00 ×
×
××

　東に北アルプス連峰の常念岳と有明山を望み、西に安曇野の田園が広がる風光明媚なクリニック
です。前理事長・院長の水上悦子先生が「地域の人に親しまれ、信頼・期待され、それに応える病
院を目指す」の理念をもとに昭和57年に開業し、平成26年９月に移転新築しました。令和４年に
私、山﨑がその遺志を継いで院長となり、地域密着の医療を心がけて診療しております。
　入院病床19床、人工透析装置48床のほか、80列CT撮影装置、上部・下部内視鏡、骨密度測定
装置、心エコー装置などを完備し、人間ドック、予防接種、学校医、休日当番医などで地域住民の
方の健康をサポートしております。
　当院は、まつもと医療センター様とは多少距離が離れておりますが、MRI、RI共同利用で連携を
させていただいております。また同グループでご近所の松塩クリニック透析センターとの患者紹介
でもお世話になっております。今後ともよろしくお願いいたします。
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この編集後記がでる10月は秋。とはいうものの今年の30度を超
えるは９月中旬まで続き、日本の秋が年々短くなっていく様に思
えて仕方ありません。どこかで言っていましたが、「秋の蚊」と
いう表現は、昔は夏の暑い時期に活発に活動して、秋の季節には

弱々しくなることを示していましたが、最近の異常気象により、豪雨で野に水たまりがで
きて繁殖し、夏の暑さで活動できなかった蚊が、秋になっても気温が高く、適温になり、
いまだ活動華やかなりしかもしれません。いまいましい蚊なり。
　また、なんと新型コロナウイルス感染症・インフルエンザ感染も寒気待たずしてはびこ
り始めています。いつになったら気が休まるやら…と思いながらも、松本の少しほかより
朝夕の涼しい秋の夜長を少しでも楽しんでいただければと思います。季節は秋から冬へ。

（M）

寄附をいただきました

いいね・フォローよろしくお願いします。

SNSやってます。

お　知　ら　せお　知　ら　せ

徳井　友輔様

ご寄附ありがとうございます。


